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請
日

申
請
者

事
業
名

会
場
・
開
催
期
日

事
業
の
目
的
・
対
象
・
内
容
等

入
場
料

新
規

継
続

承
認
区
分

及
び
初
回
後
援
日

審
査
結
果

1
R
1
.
8
.
1

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ

デ
ミ
ー
ロ
ボ
ッ
ト

教
室
名
古
屋
事
務

局 沼
夏
樹

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ

ミ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
無

料
体
験
会

〇
開
催
期
日
：

R
1
.
9
.
7
（
土
）
～

R
1
.
9
.
2
1
（
土
）

〇
開
催
場
所
：
長
久

手
市
文
化
の
家

〇
目
的
：
小
学
生
を
対
象
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
組

み
立
て
を
通
し
て
、
空
間
認
識
力
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
、
論
理
的
思
考
の
育
成
を
目
的

と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
長
久
手
市
在
住
の
小
学
生

〇
内
容
：
空
間
認
識
力
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
、
論
理
的
思
考
の
育
成
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ

ト
製
作
体
験
。

無
料

新
規

後
援

R
1
.
8
.
2
7

※
8
/
2
2
　
意
見
交
換
済
み

小
学
生
を
対
象
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
組

み
立
て
を
通
し
て
、
空
間
認
識
力
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
、
論
理
的

思
考
の
育
成
を
目
的
と
す
る
事
業
で

あ
る
た
め
、
後
援
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
。

2
R
1
.
8
.
2

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社
　
ト
ヨ
タ
博
物

館 館
長
　
布
垣
直
昭

第
3
0
回
ト
ヨ
タ
博
物
館

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

○
開
催
期
日
：

R
1
.
1
0
.
2
7
（
日
）

○
開
催
場
所
：
愛
・

地
球
博
記
念
公
園

〇
目
的
：
自
動
車
文
化
の
継
承
、
長
久
手
市
エ

リ
ア
全
体
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
:
一
般
市
民

〇
内
容
：
個
人
所
有
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
に
よ

る
公
道
パ
レ
ー
ド
（
長
久
手
市
内
）
、
モ
リ
コ

ロ
パ
ー
ク
で
の
ト
ヨ
タ
博
物
館
所
蔵
車
両
の
走

行
披
露
や
同
乗
試
乗
、
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
等

を
行
う
。

無
料

継
続
4
年
目

後
援

R
1
.
8
.
2
7

※
8
/
2
2
　
意
見
交
換
済
み

自
動
車
文
化
の
継
承
、
長
久
手
市
エ

リ
ア
全
体
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る

事
業
で
あ
る
た
め
、
後
援
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
。

3
R
1
.
7
.
2
4

長
久
手
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ 鈴
木
慶
光

村
井
愛
輝
記
念
　
第
３
０

回
長
久
手
招
待
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

○
開
催
期
日
：

R
1
.
9
.
7
（
土
）
～

R
1
.
9
.
8
（
日
）

○
開
催
場
所
：
旭
高

原
少
年
自
然
の
家

〇
目
的
：
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
少

女
の
体
つ
く
り
と
社
会
性
の
育
成
を
目
的
と
し

て
い
る
。

〇
対
象
：
小
学
1
～
６
年
生
の
女
子

〇
内
容
：
1
2
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
に
よ
る
交
歓
大
会

無
料

継
続
1
年
目

後
援

R
1
.
7
.
2
6

前
年
度
後
援
実
績
が
あ
り
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
少
女
の

体
つ
く
り
と
社
会
性
の
育
成
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
後
援
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。

後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

資料2



No. 申請日 申請者 事業名 会場・開催期日 事業の目的・対象・内容等 入場料
新規
継続

承認区分
及び初回後援日 審査結果

4 R1.7.24

名古屋法務局人権
擁護部
部長　宮本典幸

愛知県人権擁護委
員連合会
会長　住田正夫

第47回人権を理解する
作品コンクール

○応募：
R1.10.15（火）～
R1.12.6（金）
展示：
R2.2.20（木）～
R2.2.24（月）

○開催場所：名鉄
百貨店本店

　
○目的：県内小・中学生に人権尊重の理
念を理解し、豊かな人権感覚を身につけ
てもらうことを目的としている。

〇対象：愛知県内に在学する小・中学生
　
〇内容：小・中学生に人権尊重の理念を
理解し、豊かな人権感覚を身につけても
らうことを目的とした作品コンクールの
実施。応募者は、人権に関するテーマか
ら、ポスター・書道・標語を制作する。

無料 継続1年目
後援
R1.8.6

前年度後援実績があり、県内
小・中学生に人権尊重の理念を
理解し、豊かな人権感覚を身に
つけてもらうことを目的とした
事業であるため、後援すること
が適当である。

5 R1.7.29
リノベーション協
議会　東海部会
青山信春

リノベーション
EXPO'2019　NAGOYA

○開催期日：
R1.11.2（土）～
R1.11.3（日）

○開催場所：愛・
地球博記念公園
地球市民交流セン
ター

〇目的：子どもたちがリノベーション工
事の仕事を体験し、楽しみながら社会の
仕組みを学ぶことを目的としている。

〇対象：一般市民

〇内容：子ども達が村づくりのリノベー
ション工事の仕事を体験し、楽しみなが
ら社会の仕組みを学ぶことが出来るエ
デュテインメントヴィレッジの実施。

無料 継続1年目
後援
R1.8.6

前年度後援実績があり、子ども
たちがリノベーション工事の仕
事を体験し、楽しみながら社会
の仕組みを学ぶことを目的とし
ているため、後援することが適
当である。

6 R1.8.1
ネイチャークラブ
東海
篠田陽作

モリコロパーク　パー
トナーフェスティバル
2019

○開催期日：
R1.9.8（日）

○開催場所：愛・
地球博記念公園
地球市民交流セン
ター

〇目的：地球市民交流センターに登録す
るパートナーと企業・学生等が協力して
来園者に日頃の活動を知ってもらい、楽
しんでもらうことを目的としている。

〇対象：一般市民

〇内容：地球市民交流センターに登録す
るパートナーと企業・学生などが協力し
てステージ、体験、クラフト及び販売等
のイベントを実施する。

無料 継続2年目
後援
R1.8.8

前年度後援実績があり、地球市
民交流センターに登録するパー
トナーと企業・学生等が協力し
て来園者に日頃の活動を知って
もらい、楽しんでもらうことを
目的としているため、後援する
ことが適当である。



No. 申請日 申請者 事業名 会場・開催期日 事業の目的・対象・内容等 入場料
新規
継続

承認区分
及び初回後援日 審査結果

7 R1.7.31

NPO法人　フィー
ル・ザ・ワールド
代表理事　平松
貴美子

イングリッシュハロー
ウィーンキャンプ

○開催期日：
R1.10.26（土）～
R1.10.27（日）

○開催場所：愛知
県美浜少年自然の
家

〇目的：英語を使ってコミュニケーショ
ンの大切さを学び、集団生活の中で自分
で身の回りのことをするという生活体験
の場を提供することを目的としている。

〇対象：一般市民

〇内容：アメリカの伝統的なイベントで
ある「ハロウィーン」を体験すると共
に、外国人講師、日本人講師、参加して
いる仲間と英語で過ごす２日間のキャン
プの実施。

一般参加費：28,000円
会員参加費：26,000円

継続
4年目
(年度内
2回目)

後援
R1.8.14

前年度後援実績があり、英語を
使ってコミュニケーションの大
切さを学び、集団生活の中で自
分で身の回りのことをするとい
う生活体験の場を提供すること
を目的とする催し物であるた
め、後援することが適当であ
る。

8 R1.8.15

特定非営利活動法
人　メタセコイア
の森の仲間たち
永吉剛

清流王国郡上・冬休み
こどもキャンプ

○開催期日：
R1.12.25（水）～
R2.1.13（月）

○開催場所：郡上
市内

〇目的：都市の子どもと郡上市の子ども
が一緒にキャンプを行い、自然や文化な
どに親しみ、集団活動の在り方や公衆道
徳などの体験を積み、知識や技能の習得
とともに思考力・判断力・表現力などを
育成し、「生きる力」を身に付けること
を目的としている。

〇対象：小学１年生から中学３年生まで
の児童生徒

〇内容：郡上の地域資源（自然・文化・
人）を活かした郡上ならではの自然体験
を提供し、都市の子どもたちと郡上の子
ども達が一緒に、農山漁村において過ご
す２泊３日のフリーキャンプを実施す
る。

33,800円～49,800円 継続2年目
後援
R1.8.27

前年度後援実績があり、都市の
子どもと郡上市の子どもが一緒
にキャンプを行い、自然や文化
などに親しみ、集団活動の在り
方や公衆道徳などの体験を積
み、知識や技能の習得とともに
思考力・判断力・表現力などを
育成し、「生きる力」を身に付
けることを目的としているた
め、後援することが適当であ
る。

9 R1.8.20
（公社）スコーレ
家庭教育振興協会
藤井友理

スコーレ家庭教育講座

○開催期日：
R1.11.21(木)

○開催場所：長久
手市文化の家　光
のホール

〇目的：母親の子育て支援、家庭教育の
支援を目的としている。

〇対象：子育て中の保護者

〇内容：「子どもの心のSOS」をテーマ
に、各々の立場で何が必要か、親として
今何をすべきかについての講演会を実施
する。

500円

継続
2年目
(年度内
2回目)

後援
R1.8.27

前年度後援実績があり、母親の
子育て支援、家庭教育の支援を
目的とする催し物であるため、
後援することが適当である。


